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国内調査 地方圏／一般への教育・余暇の提供           平成 23 年 6 月作成・掲載 

機関名 所在地と立地時期 機関の類型 

（独）国立文化財機構九州国立

博物館 

福岡県太宰府市 

（平成 17 年） 
教育･研究 

＜業務内容＞（独）国立文化財機構 九州国立博物館と福岡県立アジア文化交流センターが連携・

協力し一体として管理運営 

（独）国立文化財機構九州国立博物館：主に、展示機能及び博物館科学（文化財の保存修復）機

能 

福岡県立アジア文化交流センター：情報機能、交流機能及び教育普及機能 

＜職員数＞  47 名 

(1) 機関、所在都市の概要、立地の経緯 

1) 機関の概要 

九州国立博物館（以降、「博物館」と表記。）は、（独）国立文化財機構九州国立博物館（以

降、「独法」と表記。）と福岡県立アジア文化交流センター（以降、「センター」と表記。）が、

連携・協力し一体として管理運営を行うという、画期的な事業運営方法を採用している博物館で

ある。両者で協定を結び、独法は主に文化財管理・展示、博物館科学事業、センターは主に広報、

交流、教育普及、情報事業を行っている。職員数は、独法 28 名、センター19 名（平成 23 年 6
月 1 日現在）である。博物館の館長は、独法から任命されているが、副館長は独法とセンターか

ら各１人、計 2 名置かれている。また、ボランティアでの参加者も開館当初から積極的に活用さ

れている。 
独法とセンターのそれぞれの組織は以下のとおりである。 

 

図 1 組織図 
資料：九州国立博物館 HP（http://www.kyuhaku.jp/） 
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図 2 位置図 
出典：九州国立博物館 HP（http://www.kyuhaku.jp/） 

 

図 3 外観および内観 

 
2) 所在都市の概要 

太宰府市は、福岡市の南東約16キロメートルに位置し、面積は29.58キロ平方メートルである。 
約 1,300 年前、九州全体を治める「大宰府」（オオミコトモチノツカサ）が置かれ、約 500 年

の長い間、その役割を果たした。太宰府天満宮ほか、その歴史をしのばせる史跡や名所が存在し、

年間約 600 万人の観光客が訪れる観光地である。 
また、昭和 30 年に太宰府町と水城村が合併して太宰府町となった当時は、人口が 13,264 人で

あったが、その後福岡都市圏の膨張、大規模開発による住宅化の進行、大学の立地、交通網の整

備などにより人口は急増し、昭和 57 年に全国では 651 番目（県内では 21 番目）の市制を施行し

た。「史跡や緑にめぐまれた福岡都市圏の住宅都市」として発展している。ベッドタウンとして

の一面も持っている。人口は、平成 23 年 1 月末時点で約 7 万人である。 
表 1 所在都市の概要 

市町村名 人口（人） 面積（k㎡） 
人口密度 

（人/k ㎡） 

福岡県太宰府市 70,490 29.58 2,383.0 
資料：人口：平成 22 年国勢調査速報値（総務省）、面積：平成 22 年全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院） 
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図 4 市の位置 

出典：第四次太宰府市総合計画後期基本計画 
 
昭和 55 年以降の太宰府市の人口推移をみると、一貫して増加してきている。 
また、近年の歳入決算額の推移をみると、自主財源の中心である地方税が増加傾向にある。 
 

  

図 5 人口の推移 
資料：国勢調査（総務省） 
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図 6 歳入決算額の推移 
資料：太宰府市 HP 
 
 

3) 機関の設置の経緯 

そもそも、明治 32 年に岡倉天心への福岡日日新聞（現西日本新聞社の前身）記者の取材にお

いて、天心が「九州国立博物館設置構想」を提唱したと報道されたことが、誘致の歴史の発端と

して位置づけられている。 
組織として誘致活動が始まったのは、昭和 43 年に、福岡県における官民連携の誘致を目的と

した組織として、国立九州博物館設置期成会が発足して以降である（財団法人九州国立博物館振

興財団ホームページによる）。 
関連して、昭和 46 年に、太宰府天満宮（西高辻信貞宮司）が、福岡県に博物館建設用地 14 万

㎡を寄贈している（後に福岡県が 2 万㎡を追加購入し、現在の敷地面積は 16 万㎡）。 
昭和 63 年に、九州の官民連携組織として、九州国立博物館誘致推進本部が設置された。同年、

国会に九州国立博物館設置促進国会議員連盟（二階堂進会長）、福岡県議会に九州国立博物館誘

致対策調査特別委員会が発足し、誘致活動は九州全体の動きとなり、本格化した。 
平成４年に、同国会議員連盟、九州地方知事会、九経連、九州商工会議所連合会、九州経済同

友会が国立博物館の「太宰府」への早期設置を決議、同年九州国立博物館設置促進財団が発足、

平成 6 年より国立博物館早期設置のための募金を開始した。 
平成 6 年、文化庁が「新構想博物館の整備に関する調査研究委員会」を設置。 
平成 8 年、文化庁が候補地を太宰府に決定した。平成 11 年、国、福岡県、財団の三者による九

州国立博物館（仮称）の建設スキームが決定し、平成 12 年には、同財団の募金活動が全国展開さ

れ、平成 16 年に建設募金の活動が終了、博物館の建物工事費の一部を国へ寄附された。平成 17
年 4 月に（独）国立博物館（現国立文化財機構）が博物館を設置。福岡県もセンターを設置して

平成 17 年 10 月に博物館が開館した。 
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(2) 特徴的な取り組みの経緯、効果 

1) 業務による効果及びシンボル効果 

・ 平成 21 年度は年間 170 万人の入館者であり、開館以来、隣接する天満宮との相乗効果による

太宰府市への入込客への効果が大きい。 
・ 誘致にあたっては九州経済連合会、福岡県、太宰府市等のみならず市民の積極的な活動が原

動力となった。 
・ 平成 17～19 年度 3 年間の地域経済への波及効果は約 62 億円（太宰府市推計）と推計されて

おり、地域経済への効果が大きい。 
・ 集客増加による駐車場利用増により、税収（歴史と文化の環境税：法定外普通税）が増加、

これを街づくりや集客増に伴う交通誘導・整理経費に充当することで、更なる効果の増大に

貢献している。 
 

＜博物館の担当者の声＞ 
・ 「日本文化の形成をアジア史的観点から捉える」を博物館のコンセプトに置いている。 
・ アジアからの観光客も多く、地域の中核的な観光資源にもなり得る。 
＜太宰府市の担当者の声＞ 
・ 太宰府天満宮の集客力を増強（ピークの平準化、参道立地店舗の新陳代謝（建替えや新規出

店等の）促進）するとともに、滞留時間の増加による賑わいの創出に効果があった。 
・ 太宰府天満宮への集客の増大効果は大きい。法定外普通税である有料駐車場税「歴史と文化

の環境税」の税額は順調に伸びており、財政への寄与も大きい。 
・ 地元主体で「九州国立博物館を愛する会」を組織、国博通りの清掃活動等やボランティアガ

イド等を行っている。 
・ 天満宮や参道事業者は以前から積極・自主的に街づくりを実践してきたが、博物館の設置は

街づくりに大きく貢献している。 
・ 太宰府には天満宮以外にも水城などの史跡が周辺に多く、その管理・維持は課題。昨年度よ

り、寄付の受け入れ基金として、太宰府古都・みらい基金を設置。特別史跡水城跡の維持管

理や歴史の散歩道の再整備など、歴史的建築物の保存・整備・活用、市民遺産の保存活動支

援を行うこととしている。 
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図 7 開館による経済効果推計値 
出典：「九州国立博物館開館により地域経済への波及効果測定・分析」平成 21 年 太宰府市 
 

 

図 8 税収の推移 
資料：太宰府市資料 

  
図 9 入込み客数の推移（太宰府市） 

資料：福岡県観光入込客推計調査（福岡県） 
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図 10 施設別利用状況の推移 
資料：福岡県観光入込客推計調査（福岡県） 
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2) 施設活用による効果 

・ 博物館を活かしたまちづくりを、市の戦略プロジェクトの第一に位置づけている。 
・ 観光ボランティアガイドへ、福岡市内を中心に申し込みが多数ある。 
 

＜博物館の担当者の声＞ 
・ 一階エントランスは、空間を活かした多様なイベントの実施も可能であり、ミニコンサート

の実施など広く市民に活用いただいている。また子どもの体験型教育普及施設「あじっぱ」

も人気が高く利用者も多い。 
・ 自家用車による来館が多く、多数の来館者が見込める特別展の開期中には交通渋滞が発生す

ることも多いため、市等の関係機関と連携して対策を講じている。 
＜太宰府市の担当者の声＞ 
・ 中学校以上大学でも、授業として博物館のバックヤードツアーのような見学・視察会が開催

されている。 
・ 市の将来像である「歴史とみどり豊かな文化のまち」の実現に向け、市では特性を活かした

まちづくりを市民との協働により展開。 
・ 参道の一本裏手に駅から国博にアクセスする街路がある。国博通りと言う。この街路整備事

業に、市は 8－9 億円拠出した。 
 

 
図 11 太宰府市戦略プロジェクト「まるごと博物館」推進プロジェクト概要 

出典：第四次太宰府市総合計画後期基本計画 
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図 12 国博通りの状況と整備事業の概要 

出典：下図は「散策路」整備事業の概要 平成 17 年 太宰府市 
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取り組みとその効果相互に想定される関連性 

 （（独）国立文化財機構九州国立博物館、福岡県、太宰府市） 

 
  

  

県との連携・協力した管理運営、寄付・基金等による文化発信力向上効果 

街づくりの推進、ボランティアへの参加等による地域づくり・誇り醸成効果 


